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 鵡川は、むかわ町のまちづくり計画の一端を担う河川である。河口干潟保全については、施

策検討及び保全活動実施を地域住民と協働で実施してきた。一方、地域の人口減少や活動者の

高齢化などもあり持続的な行動について課題が残る。本稿では、地域と一体となったかわづく

り、まちづくりを進めるために、これまでの行政や地域との連携した取組から、好事例や課題

を抽出して、今後のあり方について検討したものである。 
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1.  はじめに 

鵡川は、日高山脈北部の狩振岳(標高 1,323m)に源を発

し、占冠村、むかわ町を経て太平洋に注ぐ幹川流路延長

135km(全国 29 位)、流域面積 1,270km2(全国 52 位)の一級

河川である。国管理区間は、河口から約 42km 区間であ

り、むかわ町の中央を流れる。清流鵡川は、多様な動植

物が生息・生育・繁殖し、特にシギ・チドリ類が飛来し

渡り鳥の中継地である河口干潟や、サケやシシャモなど

の遡河回遊魚が遡上産卵するなど豊かな自然環境を有し

ている。(図-1、図-2） 

 

図-1  鵡川水系位置図 

 

 国管理区間に位置するむかわ町は、平成 18 年(2006

年)に旧鵡川町、旧穂別町が合併した町である。鵡川の 

図-2  鵡川河口斜め写真(平成28年9月撮影) 

 

名がそのまま町名に用いられたり、町民憲章「人と自然

が輝く清流と健康のまち」をまちの将来像して定めるな

ど、鵡川との関わりが深い町である。また、下流の勇払

低地にむかわ町市街地、中流部では、肥沃な農林業適地

として農林業を主体として町の産業を形成してきた。 

 このような自然豊かな鵡川を中心とした地域の自然環

境を活かした地域団体の活動や、生産空間における地域

産業などにより、「まちづくり」「かわづくり」が行わ

れてきている。本研究は、その変遷や、鵡川における地

域との連携した取組から、好事例や課題を抽出して、今

後のあり方について検討したものである。 

2.  むかわ町及び鵡川のかわづくりの変遷 

かわづくりを考える上で、町の歴史やかわづくりの成

り立ちを知ることが重要であり、川の形成につながる主

な歴史的背景を整理した。 
 
(1)   鵡川流域の歴史 

むかわ町市街地 

太平洋 

鵡川 
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 鵡川流域では古くからアイヌの人々が先住し、鵡川の

名がアイヌ語のムッカ・ペッ（ふさがる川）に由来する

という説があるなど、川との関わりが見られる。 

鵡川流域への入植は、江戸末期に下流の汐見地区から

始まったが、主に明治時代から肥沃な農林業適地として、

河岸段丘の平地を開田し農耕地を増大させていった。ま

た、明治後半から川を利用して河口まで木材を流送する

など林業が盛んになり、その後、大正時代にかけて貨物

輸送の鉄道が発展した。さらにクロム鉱などの産出によ

り、国内で高いシェアを占める林業・鉱業の発展が昭和

30年頃まで続いた。 

鵡川の治水対策は、戦後の緊急開拓事業に関連する河

川改修と北海道開発を契機に昭和26年に本格的に着手

した。具体的には、河口周辺での木材輸送や漁業により

発展した市街地、山間部の狭隘な河岸段丘上の農業を中

心とした生産空間や、林業・鉱業の貨物輸送の鉄道を守

るように、堤防整備や河道掘削等を実施してきた。また、

平成4年8月、平成18年8月洪水のように計画高水位

を超過する洪水が頻発しており、引き続き、強靱で持続

可能な国土形成に向けて、河道掘削等を実施中である。 

このように、むかわ町の産業は、鵡川の水を活用しな

がら発展し、さらに集落を形成するなど、河川と大きな

関わりを持っており、かわづくりがまちづくりの発展に

寄与してきたと考えられる。また、鵡川の治水事業にお

いては、市街地や生産空間の安全性を向上させ、浸水被

害の減少を図ってきている。一例として、治水事業のス

トック効果では、治水事業などにより、地域の安全性が

向上し、水稲に加えて、近年、レタス・トマトなどのハ

ウス栽培へ転換が進められ、鵡川が育む「むかわのやさ

い」が急成長している。（図-3） 

 

図-3 むかわ町トマト・レタス収穫量推移 

 
(2) むかわ町の人口の動向 
 我が国では、世界でも例を見ない急速な人口の減少と

人口構造の劇的な変化に直面しており、経済社会にも大

きな影響をもたらすと考えられる。むかわ町においては、 

昭和35年(1960年)に19,859人まで増加したが、それ以降

は減少に転じている(図-4)。これは、前述した林業・鉱

業の衰退が起因していると考えられる。また、近年も、

減少の流れは止まらず、人口減少率11.8%(全道平均

2.2%)、65歳以上の人口の占める割合を示す高齢化率に

ついても、36.5%(全道平均28.9%)と全道平均を大きく上

回っており、さらに今後の見通しについても、さらに減

少することが推計されており、地域の課題となっている。 

 地域の少子高齢化が進むことは、将来の地域を支える

子ども達も少なくなり、地域の産業衰退・人口の流出に

つながることも懸念される。また、治水事業に関してみ

れば、水辺の楽校をフィールドにしてきた小学校や、水

生生物調査に参加していた小学校など沿川の小学校の廃

校が進み、鵡川を伝える機会が減少してきている。 
 

図-4 むかわ町（旧鵡川町、旧穂別町）の人口推移と将来予測 
 

3. 鵡川における地域と連携した取組 

 

 90 年代後半に初めてパートナーシップという言葉が

用いられる中、鵡川では、平成 8 年( 1996 年)以降、

様々な地域の方々と意見交換しながら「かわづくり」を

進めている。この地域と連携した取組から好事例や課題

を抽出した。 

 
(1)   鵡川河口懇談会  

「鵡川河口に関する懇談会(平成 8 年 10 月発足)」は、

鵡川の治水対策と干潟保全、河口に関する諸課題につい

て、地域で活動されている方々、地域団体の方々、住民

の方々、漁協、河川管理者がメンバーとなって意見交換

を行ったものである。(図-5) 

 

図-5  鵡川河口に関する懇談会 

 

懇談会は、平成12年 3月まで、計11回の懇談会を開

催し、「鵡川河口保全の実施メニューに対するアイディ

ア」及び「鵡川型グラウンドワークへの取り組みについ
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て」が提案され、「鵡川河口並びに海岸周辺の保全」に

関する提言が提出された。 

地域と連携した取組として、好事例と考えられること

がいくつかある。 

一つ目として、「鵡川を想う人々が参加」ということ

で、地域の方々、鳥を観察されている方々、鵡川の特産

として有名なシシャモを通して関係のある漁協の方、町

役場の方、汀線後退に伴う国土保全や治水面から河川管

理者が一緒に、鵡川の河口をどうしていくか考えるとい

う点である。 

二つ目として、「みんなで共通認識を持つ」というこ

とで、河口周辺の変遷や自然環境の状況などについて、

同じ情報を持ち、何が理想的な鵡川河口の姿なのだろう

か、みんなの思いを共有していること。さらに正確な知

識に基づくため、時折、学識者の方々に講演やアドバイ

スをいただき、保全の方向などについて、意思統一を図

ってとりまとめたという点である。 

三つ目として、「決して各々が1人で頑張らない」と

いうことで、自分たちができることを最大限行うが、連

携しながら進めるという点である。その後、懇談会によ

る提案・提言・意見を具体的に実施する組織として、平

成 12 年 8 月に『わくわくワーク・むかわ』を発足させ、

平成28年の現在も河口干潟の保全・再生に関する意見

交換を継続している。 
 

(2)   鵡川・ピリカ・プロジェクト 
「鵡川・ピリカ・プロジェクト(平成19年3月発足)」

は、鵡川水系河川整備計画(平成21年2月)の策定と平行

して、住民や行政などが、鵡川の現状と課題及び将来に

ついて話し合い、意見を共有し、協働の川づくりに向け、

歴史・文化を尊重した、自然豊かな安全・安心の川づく

りを行い、未来へ魅力あふれる鵡川を引き継ぐことを目

的としたものである。プロジェクトは、NPO、地域団体、

住民の方々、商工会・地域協議会・学校等の関係機関、

河川管理者がメンバーとなり検討した。（図-6） 

 

図-6 第5回 鵡川・ピリカ・プロジェクト 
（平成19年12月） 

 

同プロジェクトは、平成21年3月までに計12回の会議

を開催し、「防災」「環境」「教育・文化」「観光」の

視点から意見交換を行い、未来に引き継ぐ鵡川の姿につ

いて目標となるキーワードを考え、「美しい川の宣言」

を作成するとともに、行動計画（アクションプラン：短

期・中期・長期別）を取りまとめた。 

地域と連携した取組として、鵡川河口懇談会と同様に

「鵡川を想う人々が参加」「みんなで共通認識を持つ」

「決して各々が1人で頑張らない」という好事例が活か

され、目標、アクションプランが取りまとめられた好事

例と言える。 

アクションプランは、共有した意見や考え方のもと、

様々な活動を促すものであり、多岐にわたる項目かつ未

来に向けた想いも含まれている。さらに短期（2～3

年）・中期（5～6年）・長期（概ね10年）の実施目安と

し、フォローアップは行われていない。 

プロジェクト検討から、今年で7年経過しており、課

題が無いか室蘭開発建設部の担当職員対象に『鵡川・ピ

リカ・プロジェクトに関するアンケート』を実施した。

（回答数9件、図-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7  鵡川・ピリカ・プロジェクトに関するアンケート結果 
 

 結果として「アクションプランは実践できているか」

に関しては、「実践できている・概ね実践できている」

との回答は約6割にとどまった。「アクションプランは

フォローアップする必要」については、約8割が「必要

あり」と回答し、課題に感じることとして、下記の意見

があった。 

・継続して取り組むため、勉強会や情報共有をした上で、 

 フォローアップした方が良い。 

・プロジェクトに参加していた地域の方も高齢となるこ 

とから継続性に課題がある。 

・従来の枠組み以外の新たな情報発信方法の模索する必 

要がある。 
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(3)   河川協力団体 
次に、河川協力団体との取組を確認した。鵡川流域で

活動する河川協力団体「ネイチャー研究会inむかわ（平

成28年3月指定）」は、「子ども達に遊びを通じ自然体

験をさせていくこと」及び「むかわ町の宝物（自然財

産）を後世に伝えていくこと」等をテーマとして平成8

年4月に発足した地域の活動団体である。前述した懇談

会、プロジェクトにも参画しており、同会と室蘭開発建

設部では、日頃から、河口干潟保全に関する活動に関し

て、打合せを行い情報共有している。 
平成28年度のネイチャー研究会inむかわとは、鵡川河

口に関して、ほぼ1年を通して活動を共にしている。

（表-1） 

また、鵡川河口付近のシギ・チドリ類調査データの提

供を受け、干潟再生に関するモニタリングデータとして

活用させていただいている。 

 

表-1  平成28年度 ネイチャー研究会inむかわとの鵡川河口 

に関する活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川協力団体としての活動については、「鵡川河口人

工干潟除草（参加42名）」「特定外来生物（オオハンゴ

ンソウ）防除（参加20名）」であるが、重労働にもかか

わらず、団体の他、わくわくワーク・むかわメンバー、

鵡川高校ボランティア部の方々、自治体、河川管理者が

参加して、今年も継続して実施した。（図-8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8  鵡川河口人工干潟除草（平成27年） 
 
その他、ネイチャー研究会inむかわと連携した取組と

して、好事例と考えられることがいくつかあるが、これ

は鵡川河口懇談会と同様に「鵡川を想う人々が参加」

「みんなで共通認識を持つ」「決して各々が1人で頑張

らない」ということが活かされていると考えられる。具

体的事例について、ここで紹介する。 
一つ目として、鵡川河口周辺には、近年タンチョウが

生息しており、同会は「タンチョウ見守り隊」としてタ

ンチョウと共存を呼びかける看板を設置する際、占用申

請について河川協力団体の場合、協議をもって足りるこ

とから「速やかに設置でき、協力団体になって良かっ

た」と感想を受けた。（図-9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9  タンチョウ見守り隊の看板（平成28年6月設置） 
 
二つ目として、室蘭開発建設部が受けた「むかわ町内

小学校での出前講座（鵡川河口の環境保全について）」

であるが、講義で「地域を守る活動」の要望があり、実

際に活動している同会と連携して実施したことにより、

より良い講義とすることができた。（図-10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10  むかわ町内小学校での出前講座 

 

 三つ目として、今夏大雨により鵡川河口周辺の変化に

ついて共通認識を持つことからも、出水後の室蘭開発建

設部による現地調査に、同会メンバーも同行願い、現地

にて意見交換を実施した(図-11)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11  ネイチャー研究会inむかわと室蘭開発建設部との 

現地合同調査(平成28年8月出水後) 
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現地では、環境保全について熱心に考える地域目線で

の意見も出され、貴重な意見交換ができた。 

 

4.  むかわ町のまちづくり 

 地域活力を活かした「かわづくり」の今後の展開を検

討するため、むかわ町の今後の方向性を確認した。 
むかわ町まちづくり計画（平成24年3月）では、まち

の将来像として「人と自然が輝く清流と健康のまち」の

スローガンを掲げている。この将来像の実施理念として

「町民のすべての暮らしに恩恵を与え、まちを支える背

骨の役割を果たしている清流鵡川を大切にします」や

「森林、海、清流鵡川の恵まれた自然を財産として、将

来へ残していきます。」等としている。災害に対する治

水対策の推進はもとより、「町民のすべての暮らしに恩

恵を与え、まちを支える背骨の役割りを果たす河川」と

して、鵡川という地域資源を活用することが、今後のま

ちづくりに大きく寄与するところである。 

 また、「むかわ町まち・ひと・しごと創生総合戦略

(平成27年12月)」では、少子高齢化と人口減少の進行を

克服し、将来にわたって安心して暮らし続けるために、

町が持つ特性や魅力、地域資源を活かし、人口、経済、

地域社会の課題に一体的及び継続的に取り組むことがま

とめられている。 

 これらの計画を推進する基本戦略の一つとして、むか

わ町内で発見された恐竜ハドロサウルス科に属する国内

屈指の全身骨格化石などにより観光振興を図ることを目

的に「恐竜ワールド構想（平成27年12月）」が策定され

ている(図-12)。構想では、「まちの魅力をみがく」

「まちの魅力をみがいて交流人口を拡大する」を目標と

して掲げ、行政（学術研究含む）・町民参加・産業活用

による町の活性化、観光入込客数増加に期待している。

また、鵡川流域に沿うようにむかわ町全域をステージと

した展開を推進することとしており、地域の構想に鵡川

が大きな役割を担っている。 

 

図-12  むかわ町「恐竜ワールド構想」（概要） 

 また、観光振興に関しては、鵡川・沙流川流域3町

（平取町、むかわ町及び日高町）による「鵡川・沙流川

WAKUWAKU協議会（平成27年5月発足）」で、2流域を一つ

のゾーンにとらえた広域観光圏形成を目指す取組が推進

されている。平成28年度には、地方創生加速化交付金に

より「鵡川・沙流川流域広域交流圏形成DMO構築連携事

業」を進め、「流域観光モニターツアー」や「PRビデオ

制作」などを推進している。協議会は、アイヌ文化的象

徴空間、恐竜化石などの地域固有の歴史文化や温泉等そ

の他観光施設など3町にあるさまざまな地域資源を活か

しながら、観光客誘致を目指すことを目的としている。

今後は、流域資源を地域と連携して調査するなど、さら

なる発展に向けて、もっと鵡川を活用することが重要と

なる。 

 

5.  今後に向けた課題等 

(1)   今後の展開に向けて 
 平成28年3月に閣議決定された第8期北海道総合開発計

画では、「世界の北海道」をキャッチフレーズとして

「人が輝く地域社会の形成」「世界に目を向けた産業の

振興」「強靱で持続可能な国土の形成」の主要施策を推

進していくことになっている。鵡川・むかわ町では、人、

産業（観光・食）のポテンシャルが高いと考えられ、地

域と連携した取組を継続することや、地域資源に磨きを

かけ、鵡川をもっと活用することがポイントとなる。 

「人」では、地域の自然環境を大切にする地域の活動

団体の方々と約20年以上、密に連携・協働してきたが、

活動団体も高齢化が進んでいる。今後も継続した取組が

必要であるが、例えば3年・5年・10年スパンの目標を共

有しながら、地域との関わりを考えながら進める必要が

ある。 

また、「産業」では、国の成長戦略として、明日の日

本を支える観光ビジョン構想会議で示されているとおり、

日本は観光を推す時である。鵡川流域でも、観光交流人

口増大を目指す取組が始まっている。観光を産業にする

ことが地域の継続的な発展を促すと考えられ、観光が地

域の活性化の中心となるように「恐竜ワールド構想」や

「鵡川・沙流川WAKUWAKU協議会」の施策と連携し、生産

空間と市街地が一体となった「かわづくり」「まちづく

り」の実施に向けて、地域と行政が一体となって推進し

ていくことが重要である。 
 
(2)   むかわ町の観光への期待 
 むかわ町では前述したような様々な観光振興による地

域戦略を展開している。 

 地域資源の活用の観点で言えば、重要産業である農

業・漁業資源の活用についても可能性を秘めていると言

える。 

 地域ブランドである「鵡川ししゃも」は元より、前述
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したハウス栽培によるレタス・トマトは成長を続けてお

り、大手ハンバーガーチェーンもむかわ町内に農業生産

法人を設立し、地域産業の活性化に寄与している。 

 地域活性化の一つの指標として、株式会社日本政策投

資銀行が発表した『北海道・市町村「観光力」ランキン

グ』（平成27年4月）を引用する。1) 

 ランキング決定については、市町村内に１年間に来訪

した観光客を「日帰り」、「宿泊（日本人）」、「宿泊

（外国人）」と分け、それぞれに重み加重を掛け試算し

た数値を「観光力」とする。試算値に重み加重をつける

のは、それぞれの観光客により消費する金額の差分を想

定しているためである。算出した「観光力」から「人

口」を割った数値を「観光まち度」とした。「観光まち

度」が高い数値となることは、自治体の観光依存が高い

ことになる。（表-2） 

 

表-2  観光力１０年間の点数アップ上位20市町村 
1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 むかわ町の平成25年の「観光力」（62位／179市町

村）、「観光まち度」（60位／179市町村）であるが、

平成15年から平成25年の伸びで言えば、「観光力」（16

位／179市町村）、「観光まち度」（18位／179市町村）

と上位にランクしている。 

 このことは、農業・漁業資源地域ブランドの浸透や、

地域一丸となったまちづくりなどが効果を示しているも

のと推察され、今後もさらなる上昇を期待するものであ

る。 

 

 6.  おわりに 

 本研究を通して、地元むかわ町と地域住民の鵡川を通

じての熱い想いが、まちづくりに大きく寄与しているこ

とを確認した。また、地域産業の発展と地域資源の活用

による観光振興にも、鵡川を背骨として役割を持ってい

ることも確認した。 

 一級水系鵡川の管理者である室蘭開発建設部において

も、地域との意見交換や施策連携を実施し、今後の「か

わまちづくり」等を活用した事業の実施に向け、流域と

の連携を強化していきたい。 
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